
新教育課程生物IB教科書研究　Ⅰ

中　西　敏　昭*

はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これらの実験や探究活動をどのように授業の中に組み

平成6年より実施される新教育課程では,生物の教科　　　込んでいくかは大変難しい｡試みとして,新課程の教科
書に様々な新しい変化がみられ,とくに探究活動として　　　書から4つを選び,比較検討した結果を一覧表にまとめ
の生物実験がかなりの割合を占めるようになった｡　　　　　た｡

細胞の構造　細胞の観察

壁 們 ﾋ  盈｢ 実験材料 b 特徴 

K B ｸb 細胞の形態の観察 ﾘ6ﾈ4ﾒﾈﾏｸﾖ9NxﾝydR   ,h+X*(. ,ﾈ,ﾘ,( ｲ 

タマネギの細胞と成長 ﾘ6ﾈ4ﾒ ○ i 8*yz8.ｨ+ﾘｦX. wH,ﾈﾝydX,ﾉ+x+8.)Yﾘ/  
※組織のところに掲載 劔+(-rﾉ ﾉ+x*ｨﾝydYZｩ H,h.ﾈ*痛 ﾉ ﾘ ,h.ﾈ* +(-x.薬 

S B ｸb 細胞と核の大きさの観察 ﾘ6ﾈ4ﾘ,ﾈ. wB ○   H,h､H,ﾈ. wH,ﾈﾝydX,hｦｨ,ﾉ X*ｸ+8/ NB ｧ(+X,Bﾈ5(98788X ｸ5 w *(,I I4傀謁ﾘ/ ﾗ2 *Fﾘ8  ｸ5ｸ,ﾈ諍w 

ジャガイモにおける x884ｸ488" (⊃ x884ｸ488(,ﾈ6h987h98,ﾘﾝydX,ﾈ,x,ﾉYIZｨ,亊ﾂ 

デンプンの存在 劍-ﾈ.ｨ,H*(.鑓-ﾈ+ﾒﾈDﾘ+X+ﾘ,h*ｸ,x,ﾈ.h*B ,噂 ｸ*ｨ* .鑓8Y h6h987h99Kﾘ呎

SO B ｸ  糸や印刷物の観察 H鏗ﾉI(鏗ﾈﾟﾉZ○ 侏 Oxｻﾉ< *X/ +(-x.鑓*H-ﾈ*ﾘﾊh,H*(," ﾋ Oxｻ韲ｩ xﾋH宿/  I.x.ｲ 

ミクロメーターの使い方 ﾘ8  ｸ5ｲ   ,R 

いろいろな細胞の構造 ﾘ6ﾈ4ﾒﾈ4ｨ6" 4ﾈ8872ﾈﾏｸﾖ9NxﾝydR ○ 俤ydX,ﾈ5 6(6 ,ﾈ覈_ｸ,(*(,H,ﾉ  k踉 

T B いろいろな細胞の比較観 ﾘ6ﾈ4ﾒﾈ4ｨ6" (⊃ H6ｸ5ｨ ｸ98,X7x5(986ｨ4 ,ﾉ Y f

求 倅  口腹上皮細胞 刄Iカナダモの葉の各部分を観察し,その特徴 を記入するo原形質流動の観察o 

細胞の大きさの測定 ｨ6" ○ 冽H,ﾉ ﾉ+x*ｨﾝydX,ﾉ ﾉ+x,h. ,h/ +(-x.

細胞と核の大きさの関係 ﾘ6ﾈ4ﾒ (⊃  wH,ﾉ>  H,h､H,x,XﾝydX,hｦｨ,ﾉ X*ｸ+2 ,ﾈｭhﾅx/ 4H,h.なﾖﾈ+x.薬 

*　兵庫県立兵庫高等学校
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原形質流動(S, soはなし)

壁 們 ﾋ  盈｢ 実験材料 特徴 

K B ｸb 細胞の形態の観察C ｨ6"  ﾘ8  ｸ5ｸ/ 諄, ,BﾈﾋHﾆ zﾉ:ﾉ ﾈ+2 /  ｩ.x.薬 

T B いろいろな細胞の比較観 ｨ6"  佩ｨｾX,ﾘ zｨ+8.ｨ,H*(.｢ﾈﾋHﾆ zﾉ:ﾈｬ   

求   凾 ｷるo 

壁 們 ﾋ  盈｢ 実験材料 倆特徴 

K B 細胞膜の働き(浸透圧. h4ﾈ6ﾘ5iuｲ ○ 8,ﾈ9 H/ ﾋHﾆ Zｩz8/ ｴ +X+ﾘﾝydX*ｨ r 
究 侏Hﾆ Zｩz2剔ﾌの50%のときであることを実験で調べるo 濃度は%濃度o 

S B 原形質分離と細胞膜の透 饂ﾈﾈﾈ唯ﾈ8h4ﾈ6ﾘ5iuｲ ⊂) ｨ8ｸ7ﾘ8ｨ99v阯H,ｨ+X,H*xﾋHﾆ Zｩz8*ｨｴ
究 ｲ 凾ｱるかどうかを確かめるo濃度は%濃度○ 

SO Hｸ  植物細胞への水の出入り h4ﾈ6ﾘ5iuｲ  僞ｩ7ﾒYEｩ7ｲ 

動物細胞への水の出入り  6x,ﾈﾈﾈ唯   ,R 

T 溶液の濃度と細胞の体積 の関係 ｨ6"  仗 xｼﾈ/  ｸ*ﾘ ｲ 

体細胞分裂(4つの教科書ともに同じ内容)

壁 們 ﾋ  盈｢ 実験材料 b 特徴 

K B 体細胞分裂の過程 ﾘ6ﾈ4ﾒ ○ 豫  +8.ｨ+ﾘｦXｯｨ,ﾈﾝydY H/  H*h,BﾈｦXｯ｢渥B 
S SO T 从b 劍ｯ｢ﾉ ｢ﾉ(hｯ｢ﾈﾎ8ｯ｢ﾈ ｯ｢ﾉ ｩ 磯ｭH,ﾉ+x+8/ +(-x.薬 

壁 們 ﾋ  盈｢ 実験材料 倆特徴 

K B ｸb 細胞群体と植物の組織 ｸ8ｸ7ｸ684な686ﾂﾂ 7ｨ4X5ｨ984｢ﾈ6x4X8(8ﾘ5" 5bﾈ5 6ﾘ5(,ﾉ X    ,

筋肉組織と骨組織 ｨ8x8ｨ,ﾈ訷狽 (⊃ 丿Y y H,Y+(-x+ﾘｦｨ,ﾉ X*ｸ+8,ﾉ[ﾘｼﾈ/ ｸ -.薬 

S B 植物の細胞と組織のはた  8H4ﾈ684x4H686(⊃ 冽H,ﾈh藕.(ﾇ8,X,ﾉ YZｨ,ﾈ昆: +(-x.薬 
究 x*ｲ キ,スギ 

SO   動物組織の観察 ｨ8x8ｨ,ﾈ訷秤 b   ,R 

察  Zy H,ﾈｬ   シソ,タンポポなど 
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生体内の化学反応　酵素

壁 們 ﾋ  盈｢ 実験材料 b 特徴 

K B ｸb 酵素の働く条件を調べる  幽4 7ｸ5ｲ ○ 俎h,h孳7h,ﾈｭhﾅx/  顰hﾋ ,ﾉTｹwi ｸ/ ,｢ +X,I%Hｸh+x.薬 

S B ｸb 酵素カタラーゼの性質 X5ﾈｬﾉ 4ｨ5ｸ5ｲ(⊃ 冖8ｴ  yGﾘ,hﾗh,ﾉNHｧ" y7ど ｒ  顰hﾋ ,ﾉTｹwi ｸ ｲ 

忠 考 X7ｨ5ｸ,ﾉJﾘﾏXﾋ  ウミホタル (ルシフェラーゼ) 酵素の性質を発光実験を通して考える○ 

SO B 酵素と無機触媒の違い ｨ8x8ｨ,ﾈｬﾉ    俎h,ik8ｴ 孳7るk8ｴ  yGﾘ,ﾈ孳7g ﾈ乏 
求 カタラーゼ) 刹ｿを調べるo 

酵素のはたらさと温度  幽4 7ｸ5ｲ ○ 兩 J傚 ,ﾉ~ *ｨ麌+8.ｨ,H*(.薬 

T B 酵素の性質とはたらき X5ﾈｬﾉ ｸ5x884ｸ488" ○ ｨ5ｸ5ｸ*ｩ iZ仄I,ｨ,兒ｩWｨ+x. ,br 

求 カタラーゼ) 剴xやpHの影響を無機触媒と比較して考察o 
オオカナダモ 凾ﾜた,酵素の存在場所をオオカナダモを用い て確認するo 

壁 們 ﾋ  盈｢ 実験材料 倆特徴 

K B ｸb 葉の色素を分離する h5ﾂﾉ H5x5ﾂ   ,Vｸ7  ｸ4ﾘ7ﾘ6x4H4( ｲ 

餐 料 佰Xﾘy ﾉ ﾉ7x. y7,hﾏX,ﾈｺﾘ+8,ﾈ帽ｻ 与えられた資料から光合成曲線を措くム 

S B ｸb 光合成色素の分離と分析 h8ﾘ688 4Bﾈ8(4ﾒﾂ 4 5H4H6ﾘ8｢ ○ 僮i x4ﾘ7ﾘ6x4H4( ｸ/ w *(.薬 

SO 佇   緑葉に含まれる色素の分離 h8ﾘ688 4B ○ 2 

T B ペーパークロマトグラ 處h,i I h,ﾈ5h5ﾈ,ﾉwB ○ 處h,i I h,ﾈ5h5ﾈ,ﾉwH,X. ﾏXﾘy ﾉ i h,ﾙ:b 

求 H4( ｸ,h.佰Xﾘy ﾉ i b 凾烽ﾌであることを確かめるo口絵に薄層クロ 
の分離 劍7ﾘ6x4H48耳 ｢ 

忠 考 佰Xﾘy ﾈ,ﾈ+X*ﾘ-ﾒ  光があたったときの反応を考察するo 

師管液の組成  7X8 5b 8ｨ7ﾘ4ﾂ ﾙzﾈ,ﾈ+X*ﾘ-ﾘ/ ﾖﾈ*h.薬 

探 求 佰Xﾘy ﾈ,hﾏX,ﾈｺﾘ+8,h,ﾈｭhﾅr 水草(クロモ,オオカナダモなど) 特になしo 
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嫌気呼吸

壁 們 ﾋ  盈｢ 実験材料 特徴 

K B ｸb アルコール発酵と基質 俎竸ｨｽｲ ○ 舒齏ﾈ顥} ¥h,IJﾘﾗ ﾗ8.ﾘ+鑓4ﾈ8X ｲ 6ﾉJﾘﾗ豫x/ w *(.薬 

S ﾖﾂ シユワンの実験(腐敗), パスツールの実験 从ﾙ?ｲﾉ?xﾈﾗ竸ｨｽｲ ○ (.ｸ*(.ｸ,溢 ﾋ *x怦ｧy4Hｸi_ｹd / ﾖﾂ 

SO 佇   酵母菌のアルコール発酵 俎竸ｨｽｲ (⊃ i ﾈ+X+ﾘ4x5ﾘ ｸ8ｸ/ 8Y h,d / w  *(,Hﾉ x.薬 

T B ｸ  酵母菌の呼吸と温度との 関係 俎竸ｨｽｲ ○ 2 

好気呼吸(Tはなし)

壁 們 ﾋ  盈｢ 実験材料 倆特徴 

K B 脱水素酵素の働きを調べ  5H8｢ﾈﾗ竸ｨｽｲ (⊃ 8987ｸ4 x.(4 5(8ﾈ ｹuｸ/ w *(+つ 

究 刄Lューネ発酵管を用いて脱水薫酵素の働き-を 調べるo 

餐 料 侘Hｷｨⅲ   ｩ.x.コムギ,トウゴマ(ヒマ) 特になLo 

探 偃ﾘ, +8.ｨ,H*(.r ピーナッツ ｲ ピーナッツを燃やして生じるエネルギーで水 

究 ﾈ8ｸ4ﾒﾒ 凾 ｷめてエネルギー量を計算するo 

S ﾖﾂ 呼吸商の計算 價ﾘ梭顗   ,V

SO 豫化学反応としての呼吸の ｨ8x8ｨ,ﾈｻ仗ｈ68987 Y Y hﾗh,ﾈﾋ  

察 ﾘ+ﾘ.x*ｲ ルグ管) 

①　K･S･SO･Tは教科書の種類を示す｡

②　新は新教育課程を略したもので, ○印は新しくみら
れた実験であることを示す｡

おわりに
生物I Bの目標は, ｢生物や生物現象についての観察,

実験などを行い,生物学的に探究する能力と態度を育て
るとともに基本的な概念や原理･法則を理解させ,科学
的な自然観を育成する｡｣ (学習指導要領)とある｡
新教育課程では,授業で学んだことを確認するための
実験ではなく,事前に仮説をたて実験を行い授業で考察

するという科学的方法で行わなければならない｡
そのためには,事前の準備に要する時間と事後の考察
に要する時間が必要であり従来の2 - 3倍の実験時間が
必要となる｡また,実験材料が季節によって入手できな
いこともあるので,今までの実験の精選と教科書の進め
方に工夫をしなければならない｡

参考文献
文部省(1989) : 『高等学校学習指導要領解説』

理科編　理数編
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